
 

第１５回山口市議会議会改革検討協議会 会議報告書 

 
 

開催日時 令和２年８月１９日（水) １５：００～１７：００ 

開催場所 第１委員会室 

出 席 者 ○会 長  

山本貴広（県都創生山口） 

○副会長 

 湊 和久（自由民主党山口） 

○委 員 

馬越帝介、藏成幹也（自由民主党山口）、瀧川 勉、山下 宏（県都創生山口）、 

村上満典（公明党）、植野伸一（ふるさと共創やまぐち）、氏永東光（高志会）、 

尾上頼子（日本共産党）、山見敏雄（市民クラブ） 

○委員外議員 

 竹中一郎（山口維新の会） 

記 録 者 書記 金田 欠席者 なし 傍聴 （一般）１人  （報道）１人 

以下のとおり概要を報告します。   

 

１ 第 14 回協議会報告書について 

・副会長から協議内容を説明。出席委員で確認し、修正なし。 

・尾上委員からの提案事項（請願の取り扱い）についての記載がない旨の意見があったが、諮 

問された事項ではないことから、報告書には記載しないことを確認。 

 

２ 協議事項 

（１）基本条例の検証 

・これまでの議会としての取り組みや、基本条例の条文と今回の議会改革で諮問・答申された 

事項を突合させ、山口市議会基本条例検証状況として整理し、それを随時更新していくこと 

で進めていくことが確認された。 

 

（２）議員定数 

・フォーラムについて、講師（江藤俊昭先生）と１１月８日（日）の午後で調整がついたこと 

から、日程を１１月８日、会場をニューメディアプラザ山口とした開催概要（案）を提示 

・「この１回のフォーラムを市民の意見として結論付けていくのか」、「フォーラムで講話や議会 

での検討結果等の話を聞き、知識の入った市民の意見を伺うということを考えると１回でも 

良い」、「コロナの関係もあるが、行きたくても来れない人もいると思うので、ＳＮＳ等の活 

用など、取れる手段をすべて考えながら、できるだけ多くの方に見てもらえる環境を整える」、 

「リアルタイム以外に、見たい時に見て、意見を出せるような環境も整えては」、「会場のキャ 

パからして定員 100 人となっているが、議員も入るのか。先着順か」、「ニューメディアプラ 

ザ内の会場を複数押さえているので、オンライン等も活用し、100 人を超えた場合でも対応で 

きるようにしたい」、「コロナの感染状況によっては開催の可否が問題になるが、客を入れず 

に、講師と議員だけで実施し、それを配信する等の形をとっても 11 月 8日に必ずやるという 

前提でやるべきである」等の意見が出された。 

→ コロナの影響はしばらく続くと思われるが、１１月８日には何らかの形で実施する方向で 



 

 

作業を進めていくことを確認。場合によっては、無観客での実施（オンライン中継等）も視 

野に入れながら、市民への情報提供方法及び市民からの意見聴取の方法について幅広く検討 

していく 

 → 開催要領の詳細をまとめ、次回会議で提案 

 

（３）倫理条例関係 

  提案会派（県都創生山口、ふるさと共創やまぐち）から提案内容の説明を受け、12 市の制定 

状況等を確認した後、委員全員から倫理条例についての考えを伺った。 

・「基本条例に書いてあることがすべてであり、他に何がいるのかなと思う。現状の山口市議会

に作らないといけないような問題があるとは思っていない」、「罰則規定のない条例はパフォ

ーマンスだと思う。必要であれば、基本条例の解説の中で例示していけばいいのでは」、「具

体的に示したものがあれば分かりやすい。山口市らしい倫理条例を」、「今は特別な状況下で

はないので、このまま置いておけばよい」、「自立した議員、責務を自覚した議員というのは

他から決められるものではない。自分の良心に従ってやれば、改めて作る必要はない」、「モ

ラルの問題を１つ１つ書いていくことは疑問。条例を作る必要がないということでまとまれ

ば、基本条例の説明部分の記載を変えていったらいいと思う」、「当たり前のことを改めて謳

うことに意味があるのかが疑問。」、「ないといけないということはないが、年代によっては気

づかないこともある。作ってみるのも手かなと思う」、「議員はより高度な倫理観が求められ

るという共通認識を持てばよい。骨抜きのような条例を作るのであれば必要ない」等の意見

が出された。 

→ 本日の意見を参考に会派で協議。引き続き、方針確認の作業を進めていく 

 

（４）政務活動費の手引きの見直し 

・協議を進めていく手順として、４つの段階を踏んでいくことを確認し、第１段階として、 

事務局から按分に関する説明を行った。 

○第１段階：①按分に関する説明（事務局） 

②要望・意見等の洗い出し 

○第２段階：①要望、意見等についての検討・協議 

②手引き改正に取り入れる内容、改正素案の決定 

   ○第３段階：①事務局から改正案（素案）の提示 ②改正案についての検討及び協議 

   ○第４段階：改正案の確認→答申案の作成 

  → 各会派で按分に関する考え方、意見・要望等をまとめ、10 月の協議会で議論する 

 

 

 

 

※次回（第１６回）は、９月２５日（金）予算決算委員会終了後（１１時頃）から、 

議員定数（フォーラム）の件について協議 

 

 
 


